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駐
屯
地
桜
一
般
開
放

巻
頭
の
辞

九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸
将
補

竹
内

綱
太
郎

令
和
５
年
３
月
13
日
（
月
）
、

九
州
補
給
処
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯

地
最
先
任
上
級
曹
長
が
交
代
し
、

古
賀
信
雄
准
陸
尉
か
ら
九
州
補
給

処
総
務
部
川
原
祐
太
郎
准
陸
尉
が

上
番
し
ま
し
た
。

ホームページ

目
達
原
駐
屯
地
隊
員
の
訓
練

行
事
・災
害
派
遣
情
報
な
ど
、

満
載
！

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「フォロー」
「いいね」
お願いします。

＠JGSDF＿METABARU
♯目達原駐屯地

５月現在
約9，900人
フォロー中！

「駐
屯
地
ツ
イ
ッ
タ
ー
発
信
中
」

若
葉
が
初
夏
の
日
差
し
に
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
、
３
月
25
日
、
観
桜
の
た
め
の
一
般
開
放
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
河
津
桜
な
ど
数
百
本
の
見
頃
を
迎
え
た
桜

に
加
え
、
各
種
装
備
品
展
示
等
を
行
い
、
多
く
の
方
々
に
桜
の
名
勝
の

地
と
兵
站
及
び
北
部
九
州
の
陸
上
航
空
の
拠
点
た
る
目
達
原
駐
屯
地
を

楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

４
月
中
旬
に
は
、
株
式
会
社
佐
賀
銀
行
、
東
亜
工
機
株
式
会
社
、
株

式
会
社
ワ
イ
ビ
ー
エ
ム
、
玄
海
町
役
場
の
新
入
社
員
等
の
方
々
が
当
駐

屯
地
に
お
い
て
隊
内
生
活
体
験
に
参
加
さ
れ
、
我
々
自
衛
隊
の
日
常
生

活
や
訓
練
を
体
験
し
て
も
ら
い
「
隊
内
生
活
体
験
に
よ
り
、
以
前
の
自

分
よ
り
大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
う
。
」
「
体
験
前
は
怖
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
不
安
で
し
た
が
、
丁
寧
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
の
で
、
無
事

に
終
了
し
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
」
等
成
長
の
実
感
や
感

謝
の
言
葉
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。

さ
て
、
目
達
原
駐
屯
地
に
も
春
の
定
期
異
動
に
よ
り
多
く
の
隊
員
が

全
国
各
地
の
部
隊
か
ら
着
隊
し
、
新
態
勢
と
な
っ
て
約
３
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
新
た
な
仲
間
と
な
っ
た
隊
員
達
も
、
今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

部
隊
で
培
っ
て
き
た
技
術
、
知
識
、
そ
し
て
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
知

恵
を
発
揮
し
、
新
年
度
の
駐
屯
地
運
営
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
は
、
本
年
度
も
全
隊
員
一
丸
と
な
り
昼
夜
を
問
わ
ず

各
種
任
務
や
訓
練
に
励
み
つ
つ
、
各
種
行
事
や
駐
屯
地
へ
の
研
修
・
訪

問
等
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
自

衛
隊
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
理
解
、
御
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
は
、
３
月
25
日
（
土
）
、
観
桜
の
た
め
の
駐
屯
地
一
般
開
放
を

行
い
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら
約
２
０
０
０
名
の
方
々
が
駐
屯
地

を
訪
れ
て
桜
の
近
く
で
記
念
撮
影
や
食
事
を
し
た
り
と
、
桜
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
限
定
２
０
０
食
の
豚
汁
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
１
時
間
ほ
ど
で

な
く
な
り
ま
し
た
。

新旧最先任で硬い握手！

め

た

ば

る

第６代最先任上級曹長
准陸尉 川原 祐太郎

〈
出
身
〉

熊
本
県

〈
職
種
〉

野
戦
特
科

〈
一
言
〉

最
先
任
と
し
て
、
指
揮
官
の
耳

目
と
な
り
、
常
に
熱
意
と
愛
情
、

厳
格
な
姿
勢
を
も
っ
て
現
況
を
把

握
し
、
時
に
は
勇
気
を
も
っ
て
意

見
具
申
し
て
、
指
揮
官
の
企
図
の

確
実
な
徹
底
に
努
め
る
所
存
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

自
己
の
修
練
を
怠
ら
ず
、
強
い
責

任
感
・
信
頼
感
と
人
間
的
魅
力
を

合
わ
せ
も
つ
総
合
的
な
資
質
、
能

力
を
磨
い
て
ま
い
り
ま
す
。

【
い
ま
や
ら
ね
ば

い
つ
で
き
る
、

俺
が
や
ら
ね
ば

だ
れ
が
や
る
。
】

と
の
覚
悟
を
持
っ
て
、
指
揮
官

を
補
佐
し
、
准
曹
士
の
育
成
に
心

血
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

４月駐屯地朝礼にて

川原准尉 古賀准尉

ス ポ トッ

ラ イ



第９０号〔２〕 めたばる

隊 内 生 活 体 験

匍匐前進体験
全力疾走！（体力検定：３０００ｍ走）

号令をかける受験生（術科試験）

駐
屯
地
は
、
４
月
11
日
（
火
）
か
ら
４
月
13

日
（
木
）
（
第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
が
担

当
）
及
び
４
月
18
日
（
火
）
か
ら
４
月
20
日

（
木
）
（
九
州
補
給
処
整
備
部
が
担
当
）
の
間
、

駐
屯
地
に
お
い
て
、
株
式
会
社
佐
賀
銀
行
、
東

亜
工
機
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ワ
イ
ビ
ー
エ
ム

及
び
玄
海
町
役
場
の
新
入
社
員
に
対
し
て
隊
内

生
活
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
規
則
正
し
い
集
団
生
活
、
基
本
教

練
、
体
力
測
定
及
び
徒
歩
行
進
等
を
体
験
し
、

社
会
人
と
し
て
の
節
度
あ
る
動
作
、
規
律
や
団

結
の
重
要
性
を
認
識
し
て
頂
き
ま
し
た
。

徒歩行進体験

基本教練体験（挙手の敬礼）

体力測定（腕立て伏せ）

ヘリコプター誘導体験

最
先
任
上
級
曹

長
古
賀
隆
伸
准
陸

尉
は
、
令
和
２
年

３
月
14
日
か
ら
令

和
５
年
３
月
13
日

ま
で
の
３
年
間
、

第
５
代
最
先
任
上

級
曹
長
と
し
て

「
規
律
厳
正
で
精

強
な
部
隊
・
隊
員

の
育
成
」
を
要
望

事
項
に
揚
げ
、
服

務
面
に
お
い
て
は
、

隊
員
個
人
の
生
の

声
を
し
っ
か
り
聞

き
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
心
情
把
握
に

努
め
、
各
部
隊
の

最
先
任
上
級
曹
長

等
と
連
携
し
、
部

隊
行
動
の
健
全
化

を
図
る
等
、
重
要

な
役
割
を
全
う
さ

れ
ま
し
た
。

第
６
代
最
先
任

上
級
曹
長
に
は
池

田
英
昭
准
陸
尉
が

上
番
し
、
隊
長
の

命
を
受
け
、
准
曹

士
に
係
る
隊
務
全

般
に
関
し
て
隊
長

を
積
極
的
に
補
佐

す
る
と
と
も
に
、

日
々
、
准
曹
士
の

育
成
に
邁
進
し
て

い
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

最
先
任
上
級
曹
長
交
代

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
令
和
５
年
２
月
４
日
（
土
）
、
20
周
年
と
な
る
創
隊
記
念
行
事
を
３
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。

記
念
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
列
部
隊
は
、
一
次
部
隊
長
、
二
次
部
隊

長
及
び
そ
の
旗
手
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
一
部
の
後
方
支
援
隊
Ｏ
Ｂ
会
、
歴
代
指
揮
官
及
び
歴
代
最
先
任
上

級
曹
長
の
方
々
を
招
待
し
て
、
後
方
支
援
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
り
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
お

い
て
は
、
目
達
原
後
方
支
援
隊
Ｏ
Ｂ
会
長
の
久
保
様
よ
り
祝
辞
を
賜
わ
る
と
と
も
に
、
隊
長
の
野
口
１
佐
か
ら

は
、
歴
代
部
隊
長
及
び
隊
員
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て

時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
任
務
完
遂
に
邁
進
す
る
決
意
を
込
め
た
式
辞
が
あ
り
、
厳
粛
に
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
食
で
は
、
隊
員
と
招
待
者
の
方
々
と
の
会
話
に
花
を
さ
か
せ
て
更
な
る
親
睦
を
深
め
、
本
記

念
行
事
は
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
創
隊
20
周
年
記
念
行
事

記念式典

西

部

方

面

後

方

支

援

隊

九

州

補

給

処

九
州
補
給
処
は
、
４
月

25
日
（
火
）
か
ら
４
月
26

日
（
水
）
の
間
、
目
達
原

駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和

５
年
度
前
期
陸
曹
候
補
生

等
選
抜
第
２
次
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

本
試
験
は
、
第
１
次
試

験
（
筆
記
試
験
）
を
合
格

し
た
５
名
の
隊
員
が
、
術

科
試
験
（
小
部
隊
の
基
本

的
な
指
揮
）
、
口
述
試
験

（
個
人
面
接
）
及
び
体
力

検
定
を
受
験
し
、
選
抜
さ

れ
る
と
陸
曹
候
補
生
課
程

へ
入
校
で
き
る
資
格
を
得

る
も
の
で
あ
り
、
受
験
者

は
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
成
果

を
精
一
杯
発
揮
し
、
最
後

ま
で
全
力
で
試
験
を
終
え

ま
し
た
。

集合写真

隊長へ申告集合写真

令和５年度前期
陸曹候補生等選抜第２次試験

池田准尉

古賀准尉



西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、
令
和
５
年
３

月
23
日
（
木
）
、
地
上
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
装
置
運
用
開
始
に
伴

い
、
目
達
原
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
用
開
始
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

目
達
原
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
航
空
機
に
対
し
、
距
離
及
び
方

位
情
報
を
与
え
る
こ
と
で
、
悪
天
候
下
に
お
け
る
航
空
機

の
運
用
を
よ
り
安
全
か
つ
能
率
的
に
行
え
る
も
の
で
あ
り
、

地
上
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
装
置
の
電
源
を
第
１
派
遣
隊
長
が
投
入

し
、
無
事
電
波
発
射
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

第
１
派
遣
隊
は
、
地
上
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
装
置
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
引
き
続
き
飛
行
部
隊
等
の
安
全
の
確
保
及
び

任
務
達
成
の
た
め
、
益
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

第９０号 めたばる 〔３〕

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
は
、
３
月
７
日

（
火
）
か
ら
３
月
８
日

（
水
）
の
間
、
陸
上
自

衛
隊
航
空
科
唯
一
の
戦

闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ａ
Ｈ

❘
64
Ｄ
を
装
備
す
る
部

隊
と
し
て
、
航
空
雑
誌

「
Ｊ
ウ
イ
ン
グ
」
の
取

材
を
受
け
ま
し
た
。

取
材
間
は
、
第
１
戦

闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

を
は
じ
め
、
操
縦
士
及

び
整
備
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
日
々
の
訓
練

に
邁
進
す
る
様
子
、
部

隊
全
体
の
集
合
写
真
を

撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
自
衛
隊
に

対
す
る
国
民
の
皆
様
か

ら
の
御
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
、
引
き
続
き

戦
闘
ヘ
リ
隊
一
丸
と

な
っ
て
隊
務
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

目
達
原
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
用
開
始
！

地上ＴＡＣＡＮ装置

目達原ＴＡＣＡＮ運用開始
「電源投入」

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
は
、
令
和
５
年
３
月
５
日

（
日
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に

お
い
て
、
創
隊
55
周
年
記
念

行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
る
中
、
航
空
機
体
験
搭
乗

や
航
空
機
展
示
等
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鳥
栖
吹
奏
楽
団
に

よ
る
音
楽
演
奏
や
佐
賀
地
方

協
力
本
部
に
よ
る
ミ
ニ
制

服
・
Ｖ
Ｒ
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

の
催
し
に
よ
り
行
事
に
花
を

添
え
、
訪
れ
た
隊
員
の
ご
家

族
や
Ｏ
Ｂ
を
始
め
と
す
る
協

力
者
に
好
評
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
部
隊
に
対
す
る
理
解

の
促
進
及
び
協
力
機
運
の
醸

成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
西
部
方
面
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
隊
に
対
し
て
御
理

解
と
御
協
力
を
頂
い
た
皆
様

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
任
務
完
遂
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

西部方面ヘリコプター隊創立記念行事

第
４
飛
行
隊
は
、
令
和
５
年
３
月
21
日
（
火
）
春
分
の
日
、
約

４
年
ぶ
り
に
部
隊
と
隊
員
家
族
と
の
交
流
行
事
で
あ
る
「
飛
行
隊

家
族
の
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
隊
員
家
族
約
80
名
が
来
隊
さ
れ
、
部
隊
の
概
要

説
明
の
後
、
航
空
機
展
示
、
活
動
状
況
の
写
真
展
示
及
び
家
族
と

の
記
念
撮
影
等
を
実
施
し
、
隊
員
家
族
間
の
絆
を
深
め
る
と
と
も

に
飛
行
隊
へ
の
理
解
を
獲
得
し
、
飛
行
隊
の
任
務
遂
行
の
資
と
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

第

４

飛

行

隊

航
空
雑
誌
「Ｊ
ウ
イ
ン
グ
」取
材
対
応

西

部

方

面

管

制

気

象

隊

第

１

派

遣

隊

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

西

部

方

面

シ

ス

テ

ム

通

信

群

本

部

中

隊

映

像

写

真

小

隊

空

中

伝

送

班

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
５
年
４
月
18
日

（
火
）
か
ら
４
月
20
日
（
木
）
の
間
、
目
達
原
駐
屯
地

に
お
い
て
、
第
１
回
中
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
通
信
所
警
備
に
資
す
る
、
特
殊
武
器

防
護
、
警
戒
自
衛
戦
闘
、
ガ
ン
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
及
び
、

駐
屯
地
内
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
通
信
保
守
に
資
す
る
、

障
害
対
処
等
を
そ
れ
ぞ
れ
演
練
し
、
総
監
訓
練
検
閲
受

閲
に
向
け
、
各
種
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

空
中
伝
送
班
は
、
令
和
５
年
３
月
15
日
（
水
）
か
ら
３

月
16
日
（
木
）
の
間
、
宮
崎
県
美
里
町
で
発
生
し
た
山
林

火
災
の
映
像
伝
送
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
平
素
か
ら
各

種
災
害
想
定
に
お
け
る
被
害
状
況
に
関
す
る
情
報
収
集
及

び
映
像
の
配
信
に
つ
い
て
、
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

と
協
同
連
携
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
映
像

伝
送
任
務
に
お
い
て
も
速
や
か
に
現
地
上
空
へ
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
山
林
火
災
の
被
害
状
況

及
び
消
火
状
況
を
撮
影
す
る
と
と
も
に
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
方
面
総
監
部
等
の
状
況
判
断
に
資
す
る
映
像

を
配
信
し
ま
し
た
。

今
後
も
平
素
か
ら
各
種
訓
練
に
励
み
、
映
像
伝
送
能
力

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
部
隊
と
の
連
携
を
密

に
し
、
方
面
隊
等
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

警戒自衛戦闘訓練

ガンハンドリング訓練

準備する隊員達

出発前の調整

被

害

状

況

を

迅

速

に
配

信

飛

行

隊

家

族

の

日

第

１

回

中

隊

訓

練

家族への部隊紹介

航空機展示

パパと輪投げ

家族との記念撮影

お子さんへプレゼント

編隊飛行 集合写真

インタビュー風景（操縦士）インタビュー風景（整備員）

航空機展示 航空機体験搭乗

ＶＲ体験コーナー 鳥栖吹奏楽団による音楽演奏

活動状況の写真展示

※ＴＡＣＡＮ：無線航行陸上局



第９０号めたばる〔４〕

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
原

奈
美

(

な
か
は
ら

な
み)

所
属

九
州
補
給
処

総
務
部
輸
送
課

階
級

陸
士
長

職
種

輸
送
科

役
職

操
縦
手

・
令
和
３
年
入
隊

25
歳

・
趣
味
・
特
技
は
「
料
理
」

得
意
料
理
は
、
「
ハ
ン

バ
ー
グ
」
と
「
か
ら
あ

げ
」
で
す
。

▽
４
月

６
日

九

処

准
尉

福
光

睦

７
日

九

処

准
尉

古
賀

信
雄

14
日

九

処

准
尉

松
本

恭

15
日

九

処

１
曹

青
谷

健
市

18
日

１
戦
ヘ
リ

曹
長

渡
邉

康
二

22
日

西
方
ヘ
リ

曹
長

吉
村

裕

23
日

九

処

１
曹

大
城

邦
弘

▽
５
月

11
日

九

処

１
尉

田
中

裕
貴

13
日

九

処

曹
長

興
梠

孝
寿

13
日

基

通

１
曹

田
中

康
治

27
日

九

処

曹
長

下
見

聖
司

30
日

西

後

支

曹
長

土
井

栄
治

31
日

九

処

准
尉

横
岳

茂
美

▽
６
月

９
日

西

後

支

准
尉

古
賀

隆
伸

11
日

九

処

１
曹

池
上

伸
光

18
日

西
方
ヘ
リ

曹
長

藤
嶋

正
弘

23
日

鳥
栖
支
処

准
尉

坂
田

滋
也

26
日

九

処

曹
長

猪
口

晴
子

27
日

九

処

１
曹

秋

正
志

▽
７
月

６
日

西

後

支

１
曹

長
﨑
屋
恵
介

15
日

西
方
ヘ
リ

３
佐

權
藤

浩
司

20
日

西

後

支

１
曹

安
部

一
孝

駐
屯
地
は
、
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）
、
目

達
原
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
、
駐
屯
地
ら
っ
ぱ

競
技
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
競
技
会
は
、
駐
屯
地

各
部
隊
等
の
ら
っ
ぱ
特
技
保
有
者
の
中
で
厳
選
さ

れ
た
精
鋭
隊
員
た
ち
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
吹

奏
技
能
を
競
う
も
の
で
、
参
加
し
た
隊
員
た
ち
は
、

緊
張
し
つ
つ
も
熱
心
に
ら
っ
ぱ
吹
奏
を
実
施
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
結
果
は
、
西
部
方
面

後
方
支
援
隊
第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊
中
村
３
曹

が
優
勝
し
ま
し
た
。

さとう ゆうじ

佐藤 祐二 様

新
着
任
部
隊
長
及
び
主
要
幹
部
紹
介

優勝した中村３曹

駐
屯
地
は
、
４
月
６
日
（
木
）
、
令
和
５
年
度
防
衛

モ
ニ
タ
ー
及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
を
行
い
、

駐
屯
地
司
令
よ
り
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
任
期
は

防
衛
モ
ニ
タ
ー
が
２
年
間
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
が
１
年

間
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
は
、
部
隊
見
学
や
体
験

搭
乗
等
の
各
種
行
事
に
参
加
し
て
頂
き
、
自
衛
隊
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
貴
重
な
意
見
を
届
け

て
頂
き
ま
す
。

❘
自
衛
官
に
な
っ
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
７
年
前
の
熊
本
地
震
で
、

テ
レ
ビ
越
し
で
す
け
ど
、

災
害
派
遣
に
従
事
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
自
分
も
災

害
派
遣
な
ど
を
通
じ
て

困
っ
て
い
る
人
達
を
助
け

た
い
と
思
い
自
衛
官
に
な

ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
」

❘
目
標
や
将
来
の
夢
は
何

で
す
か
？

「
陸
曹
に
な
る
こ
と
で
す
。

現
在
勉
強
中
で
す
。
」

❘
最
近
熱
中
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
？

「
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と

で
す
。
と
言
っ
て
も
ま
だ

一
度
も
行
っ
た
こ
と
な
い

で
す
け
ど
（
笑
）
。
近
い

う
ち
に
行
く
予
定
で
現
在

情
報
収
集
中
で
す
。
誰
か

詳
し
い
人
が
い
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
！
」

❘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
早
く
陸
曹
に
な
れ

る
よ
う
に
勉
強
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
第
４
飛
行
隊
長

〈
座
右
の
銘
〉

な
ん
と
か
な
る
さ

〈
一
言
〉

第
４
飛
行
隊
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

２
等
陸
尉

鈴
木

槙
平

〈
出
身
〉

福
岡
県

〈
職
種
〉

通
信
科

▼
九
州
補
給
処
鳥
栖
燃
料
支
処
長

２
等
陸
佐

東
田

優
吾

〈
出
身
〉

福
岡
県

〈
職
種
〉

航
空
科

私
の
趣
味
は
、
週
末

着
物
生
活
で
す
。

自
国
の
衣
装
を
纏
え

な
い
の
は
日
本
人
だ
け

で
あ
り
、
着
物
は
、
唯

一
フ
ォ
ー
マ
ル
の
席
で

認
め
ら
れ
て
い
る
民
族

衣
装
で
す
。

日
々
、
緊
張
と
隣
り

合
わ
せ
の
不
発
弾
処
理

任
務
の
最
中
、
休
日
は

茶
道
や
妻
と
の
着
物
生

活
で
癒
さ
れ
て
お
り
ま

す
。歴

史
あ
る
倭
の
国
に

生
ま
れ
た
事
を
誇
り
に

思
い
、
侘
び
寂
び
の
心

を
伝
え
た
い
で
す
。

少
し
だ
け
和
の
あ
る

暮
ら
し
を
送
り
ま
せ
ん

か
？

委
嘱
状
交
付

審判の判定結果

定

年

退

官

者

及

び

予

定

者

（
令
和
５
年
３
月
13
日
付
）

駐

屯

地

ら

っ

ぱ

競

技

会

令
和
５
年
度
防
衛
・
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

かきやま りょういち

柿山 良一 様
うちわ ひろこ

打和 裕子 様

へいだ ひろみ

平田 博美 様
まつなが ひろこ

松永 浩子 様
たなか しげゆき

田中 誠征 様

集
合
写
真

〈
座
右
の
銘
〉

迅
速
果
断

〈
一
言
〉

方
面
総
監
等
の
状
況
判
断
に
資
す
る

映
像
伝
送
任
務
を
全
う
で
き
る
よ
う
、

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

本
部
中
隊
映
像
写
真
小
隊

空
中
伝
送
班
長

２
等
陸
佐

竹
井

一
寿

〈
出
身
〉

福
岡
県

〈
職
種
〉

需
品
科

〈
座
右
の
銘
〉

継
続
は
力
な
り

〈
一
言
〉

西
方
唯
一
の
燃
料
支
処
と
し
て
、

任
務
遂
行
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

▼
九
州
補
給
処
電
計
課
長３

等
陸
佐

樋
口

幸
夫

〈
出
身
〉

新
潟
県

〈
職
種
〉

通
信
科

〈
座
右
の
銘
〉

雲
外
蒼
天

〈
一
言
〉

少
し
で
も
早
く
九
州
補
給
処
の
戦

力
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊

１
等
陸
曹

坂
本
卓
也

お茶のお点前

娘といちご狩りお月見茶会

不発弾処理中の坂本１曹

～少しだけ～

和のある暮らし

輸送課のマスコットキャラクター！

駐

屯

地

ク

リ

ー

ン

作

戦

駐
屯
地
は
、
令
和
５
年
２
月
21
日
（
火
）
、

修
親
会
及
び
曹
友
会
合
同
に
よ
る
駐
屯
地
外

柵
沿
い
等
の
清
掃
活
動
（
駐
屯
地
ク
リ
ー
ン

作
戦
）
を
佐
賀
県
東
部
地
区
隊
友
会
の
参
加

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
駐

屯
地
司
令
以
下

約
40
名
の
隊
員

及
び
17
名
の
隊

友
会
の
方
が
、

普
段
清
掃
が
行

き
届
か
な
い
側

溝
内
な
ど
の
多

く
の
ゴ
ミ
を
拾

い
ま
し
た
。

集合写真

外
柵
沿
い
の
清
掃

旧
目
達
原
飛
行
場

正
門
跡
の
清
掃

防衛モニター駐屯地モニター

只
今
、
前
進
中
。

若
人
奮
闘
記

隊

員

趣
味

紹

介

マ

イ
ブ

ー

ム


